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〔講演要旨〕 
本論文は、溶接残留応力の予測精度の向上を目的に実施した
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ものであり、オーステナイト系ステンレス鋼配管突合せ溶接

継手を対象に実施した、残留応力測定結果、解析による残留

応力の予測、及び解析予測精度に係る検討結果について報告

する。測定は中性子回折法及びひずみゲージ法により実施     大厩 徹          殿 

し，FEM 解析は反復サブストラクチュア法及び Abaqus に

より実施した。解析結果及び測定結果は、溶接部から長手方
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向に沿った残留応力の低減傾向や軸方向応力による配管板 
厚の曲げ状態など、この種の溶接継手に見られる特徴的な分

布傾向を示した。 
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